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鈴蘭公園 （音更町）

北の造園遺産　第 29 号　　 ( 認定日：平成 29 年 7 月 1 日）

　鈴蘭公園は、農業の好況で帯広市街が発展するなか、十勝川のほとり音更高台
に1926（大正15 ) 年に開設された。音更村に位置していたことから、帯広町と音
更村が組合を作って共同で開園するという珍しい経緯であった。その後、道庁村
上技師により本格的な設計が行われたが、児童遊戯場、整形花壇などの施設が
どこまで実現したのかは不明である。戦時中に荒廃したが、昭和30年代に帯広
市の公園として復興整備が行われている。周辺の市街地化が進むなか、1989（平
成元 )年に音更町に移管され、町の総合公園として現在に至っている。
　十勝で最初の公園であり、現在では周囲を市街地に囲まれた中に残るカシワ・
ミズナラ林の自然的価値は高い。十勝の原風景を伝える場として、かつて一面に
咲いていたスズランを復活させる取り組みがつづけられていることも評価できる。

林床にスズランが咲く十勝の原風景を伝える公園

概　要
名　　称 鈴蘭公園

所 在 地 北海道河東郡音更町鈴蘭公園

管 理 者 音更町

規　　模 14.93ha

種 別 等 都市公園 ( 総合公園 )

告 示 年 都市計画法告示 1956（昭和 31) 年

鈴蘭公園周辺の現況
（国土地理院提供空中写真 ( 2016 年撮影 )より )

道庁村上技師による整備計画図 (1926(大正 15)年作成 )

十勝の原風景であるカシワ林が残されている

開 園 日 1926( 大正 15）年 4 月

音更町




